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冊子は皆さまに知っていただきたいこと、
CSRウェブは詳細な情報を掲載しました

編集方針 目次

冊子とCSRウェブに分けて情報開示
横浜ゴムは2008年まで、経済・環境・社会の各側面を紹介
するため、冊子（CSRレポート）を作成し、同冊子のPDFを
ウェブに掲載してきました。しかし2009年からは冊子と
ウェブを使い分け、詳細な情報をCS Rウェブに、
ステークホルダーに知っていただきたい情報を分かりやすく
まとめて冊子に掲載することとしました。 重要性の判断基準

冊子編集に当たっては、CSR活動のテーマを極力絞り込み、
①モノづくりによる環境貢献
②人、社会からゆるぎない信頼を得る
の2点に定めました。テーマ決定に当たっては、社内各部門
の意見、過去のCSRレポートのアンケート結果、生産事業
所の地域住民の皆さまのご意見、社外有識者のアドバイス
などを参考にしました。

GRIガイドラインを用い自己検証
2009年の報告に当たって、最初に「GRIガイドライン
2006（第3版）」を用いてグループ会社を含めた事業活動
全般に渡る自己検証を行いました。CSR本部長を委員長と
し、複数の管理部門長によって構成されたCSR・環境情報
委員会の指示の下、生産、販売、管理の各部門が検証した

結果、GRIガイドラインへの適応項目は70％であることを
確認しました（詳細はCSRウェブ掲載のGRIガイドライン
対照表参照）。この検証を踏まえ、各部門が報告すべき
内容を取りまとめ、その情報を基に、CSR・環境情報委員会
内に置かれたCSRレポート編集会議の責任によって編集
作業を行いました。

■情報の報告期間
2008 年度（2008 年 4月～ 2009 年 3月）。大きな進捗が
あったものは 2009 年 7月までの状況を記載しています。
■報告範囲
横浜ゴムおよび国内外グループ会社
＜経済側面＞
横浜ゴムおよび連結対象子会社
＜環境側面＞
横浜ゴムの国内 8生産事業所。この他、国内外のグループ
会社についてその一部データを記載しています。
＜社会側面＞
横浜ゴムの本社、国内 8生産事業所および国内外グループ
会社の取り組みの一部を掲載しています。
＊報告範囲は 2008 年版「CSRレポート」に比べ大幅な変更はありません。

■参考にしたガイドライン
環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」

GRIガイドライン2006（第3版）
＊GRI=Global Reporting Initiative

■報告書の発行
　年 1回（毎年 9月）
■報告書の編集責任
　CSRレポート編集会議
■ホームページ掲載資料
　（http://www.yrc-pressroom.jp/csr）

見通しに関する注意事項
本報告書の記載内容には、現在の事実だけでなく、将来の予測、計画、目標などが含
まれています。これらは現時点（2009年7月）で入手できた情報に基づく仮定ないし
判断であり、不確実性が含まれています。実際のパフォーマンスは、横浜ゴム
グループの事業活動だけでなく、世界経済の動向、地球環境の変化などに影響を受け
るため、本報告書に記載した予測、計画、目標が実際とは異なる可能性があります。
読者の皆さまには、このことをご承知おき下さいますようお願い申し上げます。
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冊子で報告

CSRウェブで報告

ステークホルダーの皆さまが重要と考えること

GRIガイドライン

トップメッセージ

横浜ゴムグループの概要

企業理念 CSR経営ビジョン 中期経営計画（GD100）

＜知っていただきたいことⅠ＞
モノづくりによる環境貢献
 モノづくりのサイクル 

  環境スパイラル・アップ・マネジメント
 商品開発

  “環境に良いモノ”しか作れない仕組みづくり
  見えなかった世界が見える最先端シミュレーション技術
  陸、海、空の幅広い産業分野で活躍
 原材料調達

  拡大するグローバル調達に対応
 生産

  3年連続で京都議定書の日本削減目標をクリア
  国内5生産拠点で産業廃棄物100％再資源化を達成
  世界で「高度」「同質」な環境経営を目指して
 物流

  3年間でCO2排出量12.1%削減、エネルギー効率を4.1%改善しました 
 販売

  販売の約7割がエコタイヤ、販売会社の環境意識が高まっています
 お客さまの声

  お客さまの声の収集・分析をグローバルに展開しています

＜知っていただきたいことⅡ＞
人、社会からゆるぎない信頼を得るために
 人を大切に

  匠の技を伝承する技能マイスター制度
 人を磨く

  教育・自己啓発を支援、年間研修受講者は延べ1,000人以上
 人が活躍する場をつくる

  3分の1強が海外拠点従業員、多様性を尊重した職場を目指します
 人，社会とのつながり

  横浜ゴムグループは、世界中で地域とのつながりを深めています
  「YOKOHAMA千年の杜」プロジェクト

コーポレートガバナンス

環境マネジメントシステム

CSR・環境中長期計画

CSRウェブのサイトマップ

地域コミュニケーション活動／CSRレポート2008アンケート結果

第三者意見

第三者意見をいただいて
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見えなかった世界が見える
最先端シミュレーション技術 （P14～15）

世界で「高度」「同質」な環境経営を目指して 
（P20～21）

横浜ゴムグループは世界中で地域との
つながりを深めています （P28～29）

3年連続で京都議定書の日本削減目標を
クリア （P19）
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総温室効果ガス排出量と基準年を100とした指数
（基準年＝1990年）
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お客さまの声の収集・分析をグローバルに
展開しています　（P22～23）

教育・自己啓発を支援、年間研修受講者は
延べ1,000人以上  （P26）


